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研究領域 スポーツ社会学 

（SDGs） 

 
研究テーマ※ スポーツ・メガイベントと都市再編に関する研究 

概要※ 
（概ね1000字以内） 

（写真・グラフ等自由） 

【研究の背景・目的・内容】 

（１）スポーツ・メガイベントに関する研究：五輪やサッカーW杯は特に開催都市住民にどのような影響を及ぼす

のかを、都市開発やそこに暮らす人々の視点から明らかにすることを目的にしています。 

（2）スポーツと地域づくりに関する研究：近年では各地にプロスポーツクラブが設立されています。それらは集

客スポーツとも言えますが、同時に観光や市民スポーツ、ボランティア活動などとも関りをもっています。これ

らスポーツを通じたまちづくりの現状と課題について検討しています。 

（３）スポーツの現代化に関する研究：主にイギリスのスポーツ史を検討することから、社会階層、人種・民族を横

断していくスポーツという文化の現代的あり方、その意義を明らかにすることを目的にしています。 

 

【応用例、研究の展望】 

・スポーツメガイベントを開催するには、多くの人々が関わることになります。それだけにイベントの評価は多面

的です。その多面体の全体像を把握すると、現在のスポーツメガイベントの意味や意義もまた変わっていきま

す。海外での事例と比較すれば、そのオルタナティブも見えてきます。それはまた、スポーツの今後の在り方を

展望したり、私たちの生活や社会、文化を考えていくことにつながっていきます。 

 

本研究関連 

特許・論文等 

・オリンピック・レガシーの生活化へ：2012年ロンドン大会の企図と課題、松村和則・前田和司・石岡丈昇編『白い

スタジアムと「生活の論理」：スポーツ化する社会への警鐘』，東北大学出版会，pp. 273-305.2020年 

・『サッカーのある風景：場と開発、人と移動の社会学』（共編著），晃洋書房，2019年 

・「走る私」をモニタリングする「私」，スポーツ社会学研究 26(2): 55-65，2018年 
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